
重
症

そ
の
他

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

15877 20代

15881

9/15

20代

調整中男性

調査中

調整中

会社員 名取市

なし

9/15

調査中

あり

調査中あり

9/15

9/10 あり 9/15

調整中

9/14 あり 9/15 調査中 調整中大崎市

亘理町

あり

調整中

あり 調整中

男性

無職
9/15

(採取日)

調査中 調整中

男性

会社員

女性 学生 名取市

女性

9/13 あり

9/15

9/13 あり

入院中

50代

15886 50代 女性 アルバイト 大崎市

15889

20代

15882 40代 会社員 大崎市男性

15888 80代 男性 無職 美里町

15884 20代 男性 会社員

会社員15883

15885

記　者　発　表　資　料

令和３年９月１６日 
疾病・感染症対策課感染症対策班
担当：髙橋・我妻
電話：０２２－２１１－２６３２

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)患者の発生等について

No 年代 性別 職業 居住地 発症日 症状
陽性

判明日
接触歴

  今般，宮城県内におきまして，新たに１４名（１５８７７～１５８９０例目）の新型コロナウイル
ス感染症患者が確認されました。患者の概要は以下のとおりです。

療養
状況

１　新規患者の概要

15880 40代 男性 公務員 名取市

15879

名取市

20代

9/1520代15878

あり 9/15 調査中

9/15

大崎市 9/13

9/12

9/8 療養中

あり 調整中

9/14 あり 9/16 あり 調整中

9/15 9/16あり

9/15 あり 9/16 あり 調整中

調整中

あり 9/15 あり

9/16 調査中あり

あり

男性 会社員 登米市

大崎市

15887 80代 女性 無職 美里町

女性 非公表

9/15

女性 会社員 登米市

9/15
(採取日) なし 9/16

40代

15890 30代 調整中

※外国籍で公表に同意が得られた場合はその他の欄に「外国籍」と記載（日本国籍または非公表の場合は記載しない）。



仙台市

合計

県

仙台市

合計

県

仙台市

合計

）

10人

7人

確保病床

54床

〈全県〉　　　　 　　　             　     　　  〈仙台医療圏〉

0人

確保病床数496床

その他

患者

60人

18人

全入院者 うち重症者

総数

270人

15,890人

9,825人

6,065人

17人

３　病床の使用状況（本日１５時時点）

106人

39床

28.2%

36人

64.7%

108人15,176人

全入院者 うち重症者

589人

154床

欠番（744例目,1196(市800)例目,4298例目,4688(市3050)例目,5163(市3377)例目,
5605(市3677)例目,6373(市4144)例目,6504(市4240)例目,7640(市4903)例目,8991(市5651)例目,
9028(市5678)例目,9929例目,12016(市7427)例目,12963例目,13354例目,14103例目,15577例目）

受入可能病床

入院者数
(使用病床数)

※確保病床・・・各医療機関から報告のあった現時点で確保している病床

115人144人

315床

（１）確保病床の状況

使用率

29.0%

受入可能病床

144人

※「死亡」は死亡後に新型コロナウイルスが検出された者も含みます。

〈全県〉　　　　 　　　             　 　　      〈仙台医療圏〉

受入可能病床数

25.9%

68.8%

確保病床

※受入可能病床・・・対応人員や入退院の状況により実際に各医療機関が当日に受入可能な病床

※入院者数（使用病床数）は，その他医療機関に入院されている方を含みません。

244床

使用率 53.5% 53.8%

※入院者数（使用病床数）は，その他医療機関に入院されている方を含みません。

※本日の病床数 ：496床 （感染症指定医療機関：

入院者数
(使用病床数)

33.7%

17床

うち感染症指定

医療機関

計
(うち仙台市)

うち入院協力

医療機関

その他

医療機関

15,873人

入院・
療養先
調整中
※()内は
当日分

108人

338人

療養中
入院

0人 136人 34人

14人

11人

確保病床数

11人

入院者数
(使用病床数)

106人

269床 26床 受入可能病床数

，入院協力医療機関 ：252床

14人

144人 入院者数
(使用病床数)

うち重症者全入院者

使用率 使用率

（２）受入可能病床の状況

全入院者 うち重症者

5,759人 48人
(12人)

２　療養者数等の状況　                                           　　　  （本日１５時時点）

自宅療養宿泊療養
死亡療養終了

14人 67人 0人 134人 81人 42人 9,417人 60人9,815人 81人

県 6,058人 251人 63人 22人 41人



このほか，陽性判明日が5月28日以前の検体3件を検査しておりますが，L452R変異株は確認されておりません。

1,336件

　９月７日にＬ４５２Ｒ陽性として公表した１件について，重複して計上していたことが判明したため，スク
リーニング件数（Ｂ）及びＬ４５２Ｒ陽性件数（Ｃ）それぞれ１件減と訂正しました。
　関係者の方々にご迷惑をおかけしましたことをお詫び申しあげます。

変異株に係る公表内容の誤りについて

(48.7%)

４　変異株の確認状況（本日１５時時点）

（Ｂ）
スクリーニング件数

※本日追加 4件 ※本日追加 0件 ※本日追加 4件

(90.7%)1,160件

（Ｎ） （Ｃ）
Ｌ４５２Ｒ陽性

判定不能
（Ｃ／（Ｂ－Ｎ））（Ｂ／Ａ）

57件

Ｌ４５２Ｒの変異がある変異株の確認状況（県分）
（Ａ）

陽性患者数

（5/29～9/15判明分）

2,746件

感染対策として気をつけるべきポイント５点

① 会話の際には１．９メートルの距離をとり、
会話の時間は短くする

※従来は１～１.５メートル。相手との距離
を十分にとる

② 必ず不織布のサージカルマスクを着用する

※ウレタンや布のマスクは感染予防効果が
低い

県民へ感染対策の強化の呼びかけ

○ 宮城県内では、変異株L452R（デルタ株と疑われる変異株）の感染が
拡大し、ほぼ従来株から置き換わっている

○ 変異株L452Rは非常に感染力が強く、従来の感染対策では不十分

※9/6～9/12の陽性患者の
うち、検査を行った123
件の100.0％の116件が
L452R

（判定不能7件除く）

東北医科薬科大学医学部 賀来満夫特任教授など
宮城県感染症アドバイザリーボードの専門家のご意見をもとに作成



⑤感染者が増加しているときは、普段会わない人
（家族以外の人）と会うのは避ける

※最近会っていなかった友人や知人、初めて会
う人との接触はできるだけ減らす

休日のそうした行動で感染しているケースが
多く、休日後の感染拡大につながっている

リモートでのコミュニケーションを積極的に
取り入れる

最近の感染の傾向１

感染の中心は２０代～４０代

家庭を持つ働き盛りの年代が感染し、

家庭内や職場で感染を広げる事例が増えている

対策① 家庭内感染の防止

・帰宅時の手洗いの徹底 ・タオルを共用しない

・静かに食事をする。料理はできるだけ小分けにする

・こまめに換気をする など

対策② テレワークの推進

※職場内で感染を広げないよう、

できるだけテレワークで感染防止

③ こまめに換気をする

※家庭用エアコンで換気はできない

冷房をしていても定期的に換気をする

２箇所の窓を開け、扇風機で空気の流れ
をつくり、常時換気することが望ましい

④ 速やかにワクチンを接種する

※高齢者のワクチン接種は概ね完了

次は若年者がワクチン接種を

ワクチン２回接種後も、感染予防対策は必要です!!
感染者のうち、約６％の*ブレイクスルー感染がわ
かっています。

＊ブレイクスルー感染とは、ワ
クチン２回接種後、2週間以上
経って発症（感染）している方
を集計しています。



最近の感染の傾向２

保育施設や児童関連施設での感染と思われる事例が増えている

主な感染対策

①窓を開けての定期的な換気（※）、②手洗いの徹底、③手が触れた場所の消
毒の徹底、④体調がすぐれない場合の早めの受診などの感染対策を徹底しましょ
う。特に、室内で多くの子どもたちが集まる場合には、こまめな換気が重要です。

※定期的な換気とは

２方向の窓を開け、数分程度の換気を１時間に２回程度行うことが有効です。
窓が１つしかない場合は、部屋のドアを開けて、扇風機などを窓の外に向けて設
置すると効果的です。


